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寒い寒いと思っていましたが、季節はちゃんと巡って、

またサクラのつぼみが膨らんでいます。

６年生は１３日に総練習が終わり、明後日に迫った式を

待つばかりとなりました。今年の卒業の歌は「道」です。

校長室会食に来た６年生５人に「歌っていてぐっとくると

ころは？」と尋ねてみました。「泣き笑いしたあの時」「だ

れも消せない心のアルバム」「動き出した最後の時間」「特

別な時間をありがとう」「心 勇気 友 笑顔」と、５人

とも違っていました。言葉が心の琴線に触れる思い出は、

それぞれ違うようです。

私自身の小学校の卒業式では、「蛍の光」を歌いました。

中学校のときは「仰げば尊し」でした。「今こそ別れめ

いざさらば」で、同級生が号泣していた姿が目に焼き付い

ています。１９７０年代のことです。教職に就いてからは

たくさんの卒業生を送り出しましたが、一番最初の６年生

の「ゴールめざして」と、担任としては最後の卒業生の「旅

立ちの日に」が心に残ります。歌詞もメロディーも、いっ

しょに過ごした時間を思い出させてくれます。

卒業式の歌は過ぎ去った学校生活をもう一度振り返り、

旅立ちの決意をさせてくれるものです。「歌は世につれ…」

といわれるように、時代によって曲は変わっていっても、

その時代、その学校にふさわしい歌が、これからもいっぱ

いの涙で歌われ続けることでしょう。

高村光太郎は詩「道程」で、「ぼくの前に道はない ぼ

くの後ろに道はできる」と記しました。魯迅は小説「故郷」

で「もともと地上に道はない。歩く人が多くなれば、それ

が道になるのだ。」と記しました。多くの先人が生きるこ

とを「道を歩むこと」に例えています。校歌に「正則の子

はみんな元気 そうだ み

んなで進むのだ」とありま

す。卒業生のみなさんが、

まだ見ぬ未来へ向かって

「はつらつと」進むように

願いをこめて、在校生みん

なで校歌を歌い続けます。


